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２日目一般講演会場
（教養講義棟２号館）

１日目受賞講演、シンポジウム、
賛助企業交流企画 （大学ホール）

＊駐車スペースは限られていますが、
利用の際には守衛室で各自手続き
をお願いします
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講 　 　 　  演 　 　 　  会

プ 　 ロ 　 グ 　 ラ 　 ム





日本農芸化学会 年度中四国支部大会（第 回講演会）

プログラム

第 日目： 月 日（木）島根大学松江キャンパス 大学ホール

◇ 日本農芸化学会中四国支部 支部功労賞，支部技術賞，支部奨励賞 授賞式 

〜

◇ 第 回（ 年）中四国支部技術賞 受賞講演

〜 座長 稲垣賢二（岡山大院・環境生命）

「新しい水溶性食物繊維イソマルトデキストリン（ファイバリクサ ）の開発」

渡邊 光，谷口美文，井上紳一郎，石田有希（ 株 林原）

◇ 年度中四国支部奨励賞 受賞講演

〜 座長 中川 強（島根大・総科セ）

「分裂酵母を用いたコエンザイム の合成と機能の解明」

戒能智宏（島根大・生資科）

〜 座長 山内 聡（愛媛大院・農）

「機能未知タンパク質の新規アノテーション手法の開発と産業応用」

渡辺誠也（愛媛大院・農）

◇ シンポジウム「農芸化学分野におけるビタミン・バイオファクター研究の最前線」

（共催：日本ビタミン学会）

〜 座長 石川孝博（島根大・生資科）

「ビタミンＢ をめぐる生物間相互作用」

渡邉文雄（鳥取大・農）

〜

「食事由来フラボノイドの吸収経路と代謝物分布」

室田佳恵子（島根大・生資科）

〜

「アスコルビン酸誘導体を用いた基礎研究から応用研究まで」

田井章博（県広大・生命環境）

◇ 賛助企業交流企画（企業紹介＆パネルディスカッション）

〜 司会・進行 櫻谷英治（徳島大・生物資源）

参加企業：アルファー食品 株 （矢冨伸治），寿製菓 株 （石原朋恵），

株 サン・クロレラ（藤島雅基），池田糖化工業 株 （竹中 涼）
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第 日目： 月 日（ ）島根大学松江キャンパス

講 〜 会

◇ 講演プログラム

会 （ ）「 化学・ 化学 」

 

 サン ま るビ サ ン の ロテインキ ー C 合 性の と 合

の  

  子， 田 1， 1，川 1， 一 2 

  （ 川大院・農，1 川大・農，2 院・農） 

 

 ミトコンドリア 性リ デリン 酵 タファ ン るエーテル PCの基質

 

  ， 1， 1， 井能 1， 1 

  （愛媛大院・農，1 大院・農） 

 

 アスコルビン酸 タンパク質の のためのアフ テ ー ルの 製 

  岡 二， 1，石川孝博 1， 2， 1，田井章博 

  （県広大・生命環境，1島根大・生資科，2岡山県大・ ） 

 

 リン ー の る新規アスコルビン酸 化アフ テ ー ルの作製とタン

パク質 合性  

  竹 聡， 岡 二， 1，田井章博 

  （県広大・生命環境，1岡山県大・ ） 

 

 PC12 い 経 成 進作用を 加水分解物由来物質 

  ， 1， 山 2，田井章博 

  （県広大・生命環境，1岡山県大・ ，2（株）らい ） 

 

 3-アルキルアスコルビン酸の 性 

  ，大 子， 1，田井章博 

  （県広大・生命環境，1岡山県大・ ） 

 

 Dracaena cambodiana から た AChE 性を イソフラバン

の 体の合成と生物 性 

  藤田 郎，大内 一 1， 2 

  （県広大院・生命シ，1 大・ ，2県広大・生命環境） 
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 Bracteanolide A の 体の合成と生物 性 

  田邉 ， ，大内 一 1，田井章博， 2 

  （県広大院・生命シ，1 大・ ，2 県広大・生命環境） 

 

 希 糖 D-アラビノースの 成長 ムの解明 糖代謝酵 る

性 

  山 子，新谷知也 1， 藤 資 

  （ 川大・農，1 愛媛大院・ 農） 

 

線 の演 ，支部 賞 の
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会 （ ）「 化学・ 化学 」

 

 1,4- ン キサン環を有 る ル ンアンタ ストの合成と 性相

 

  ，山田 子， 田賢 郎 

  （島根大・生資科） 

 

 合を有 る 基また フ 基を イミ クロ リド 体の

体 性と 性との相  

  原 佳， 基，山内 聡， 寿 

  （愛媛大院・農） 

 

 Bacillus subtilis 生産 る 成分の  

  ， 1， 寿 1 

  （愛媛大・農，1 愛媛大院・農） 

 

 イ リ ド コンドロイ ン 酸 リ 糖の合成 

  上 明寿美 1， 也 2，中田有美 3， 田- 田 子 4，田 一 1, 2, 3, 4 

  （1 鳥取大院・農，2鳥取大院・工，3 鳥取大・ 環境，4 鳥取大・農） 

 

 O-マンノシル リ ン 分 Xyl 1-4Rbo5P の合成 

  田 ，田 一 1 

  （鳥取大院・農，1鳥取大・農） 

 

 シアル酸 誘導体の合成研究 

  ， 藤 明， ，Christopher J. Vavricka1， 誠 1， ，

田  

  （岡山大院・環境生命， 1 大院・イノ ） 

 

 生 フルララ ルの 性発 を た GABA 作 性 Cl

ルのアミノ酸 基の  

  山藤 ， 美 1， 林 1， 美代 2， 2 

  （島根大院・ 科 ，1 産化 ・生科研，2 島根大・生資科） 

 

 分 を有 る LPS 内 コア 6 糖の合成 

  一 ，成 文，大谷  

  （鳥取大・農） 
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 物 生産 る 物質 Nicotianamine の ロセス化 研究 

  ， 石 宏， 田 ，  

  （岡山大院・環境生命） 

 

線 の演 ，支部 賞 の
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会 （ ）「 ・タンパク 」

 

 Saccharomyces cerevisiae 由来 alcohol dehydrogenase 6 3,4-dihydroxyphenylethanol 

-elenolic acid の を る 

  川加 ， ， 田 ， 郎 1，  

  （岡山大院・環境生命，1岡山大・ 分 コア） 

 

 性酵 L-リシン - キシ ー 性中 基 の 導 る基質 機

の解  

  也， ， 川雄 1， 田 1，根 子， 2，田 ，

稲垣賢二 

  （岡山大院・環境生命，1 大院・ ，2エンザイム・センサ） 

 

 Pseudomonas aeruginosa PAO1 株由来アセ ルコリンエスラー るアミノリ

シス 応とアルコリシス 応 

  井上 ，美藤 博 1， 水 2，有 二 1 

  （鳥取大院・農，1鳥取大・農，2 鳥取大・CoRE） 

 

 Cellulosimicrobium sp. NTK2株 生産 るChitin-binding proteinのキ ー 性 の

 

  大 ， 谷 1，美藤 博 1， 水 2，有 二 1 

  （鳥取大院・ 生，1鳥取大・農，2鳥取大・CoRE） 

 

 Penicillium sp. KU-1 株 生産 る リ ール酸化酵 の 化 の と希 糖

生産 

  石川 ，渡邉 1， 原明 2， 2， 田 1 

  （愛媛大院・ 農，1 川大・農，2 川大・ 希 糖） 

 

 Rhizobium.sp S10株由来のD- ルコシド 3-デ ドロ ー の 体作製と希 糖生

産 の応用 

  長谷川 恵，Yotsombat Akkharapimon， 田 郎 

  （ 川大・農） 

 

 Komagataeibacter 酸 の 合 アルコール 水 酵 の機能解  

  寿治 1， 井 ， タ  テ タ クル 2， 谷 ， 

  ーン ノ ク タ ー ー 3， 岡 也 1， ン  テ ーラ ール 3， 

  一 1 

  （山口大院・ 科，1 山口大・ 研セ，2 ラ マン ラ工大，3 セサート大） 
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 Gluconacetobacter 酸 の ロロキノリンキノン ソルボソン 水 酵 の

解  

  ， 谷 ， 岡 也 1， 寿治 1， 一 1 

  （山口大院・ 科，1 山口大・ 研セ） 

 

 Purification of two subunits from a peanut allergen, Ara h1. 

  Md. Asaduzzaman， 田 恵， 伸 

  （岡山大院・環境生命） 

 

 る Ovalbumin-related protein X (OVAX) の  

  ， 1， 藤加 恵 2， 川雅 ，Irma Isnafia Arief 3，Cahyo Budiman3 

  （ 川大院・農，1愛媛大院・ 農，2 川大・農，3 ボ ール農科大・ 産） 

 

 水 から たセルラー 生産 の と の酵 性質の  

  田 司，渡邊 ，渡辺誠也 1 

  （愛媛大院・農，1愛媛大・CMES） 

 

線 の演 ，支部 賞 の
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会 （ ）「 ・タンパク 」

 

 生体 リン 質の生合成を PS 酸酵 の 機能解  

  渡邊 1，渡辺誠也 1, 2 

  （1 愛媛大院・農，2愛媛大・CMES） 

 

 ア フラシ 化 ま るフロロタン ン 合タンパク質の性質 

  明 ， 恵  

  （徳島大・生物資源） 

 

 cis-3- ドロキシ-L- ロリン 水酵 の X 解  

  ，渡邊 1，渡辺誠也 1, 2 

  （愛媛大・農，1 愛媛大院・農，2 愛媛大・CMES） 

 

 L-アラビノース 1- 水 酵 の 解  

  ，渡邊 1，渡辺誠也 1, 2 

  （愛媛大・農，1 愛媛大院・農，2 愛媛大・CMES） 

 

 由来 ロリンラセマー の 機能解  

  藤愛 ，渡邊 1，渡辺誠也 1, 2 

  （愛媛大・農，1 愛媛大院・農，2 愛媛大・CMES） 

 

 発 を用いた ト Forminファミリータンパク質 生 るN-ミリストイル

化の解  

  大 ，谷川 ， 子， 林 ，内  

  （山口大院・ 科） 

 

 二 アシル化を生 る タンパク質 ANKRD22 の 上ト ロ ーの解  

  川 郎， ， 川 希， 子，内  

  （山口大院・ 科） 

 

 シリ 子 成 進タンパク質 ラシン の機能 た GST シリ

子の性質 

  林大 ， 美智佳，美藤 博 1， 水 2，有 二 1 

  （鳥取大院・農，1鳥取大・農，2 鳥取大・CoRE） 
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 由来 Shewanella の 5'- クレ ー の 性 る 研

究 

  藤 子，藤井 郎， 林 明， 宏 

  （広島大院・生物 ） 

 

 フ スファター 発 を用いた リン酸化 性 インキ ー 1の

製法の開発 

  一 ， 山 ，山 雅 ， 山 ，石田 1， ， 行 

  （ 川大・農，1広島大院・総科） 

 

線 の演 ，支部 賞 の
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会 （ ）「 」

 

 製 る 生酵母の生 性質 

  藤一成，谷 有佳，  

  （岡山県工 セ） 

 

 Acidithiobacillus ferrooxidans の 酸代謝 る研究 

  池田 子， ，上 一雄 

  （岡山大院・環境生命） 

 

 CoQ10 の生産性 を 子の と解 の  

  田 ，戒能智宏 1，川 誠 1 

  （島根大院・生資科，1島根大・生資科） 

 

 クラの根 内から た の  

  山根 子，林 1，上 誠 1，井藤 1， 山 1 

  （島根大院・ 科 ，1島根大・生資科） 

 

 大 レア タル 応 子の と機能性解  

  一， ， 内 誠 

  （ 知大・農） 

 

 ルコース ス ンドル ク イント 子で る Mad1 の機能 を

 

  田 ，川 誠，  

  （島根大・生資科） 

 

 pka1 の TBZ 性を る 子の解  

  竹中 ， 井智 ，田 ，川 誠，  

  （島根大・生資科） 

 

 Analysis of coenzyme Q species from naturally isolated yeasts and the gene responsible for 

the isoprenoid side chain modification in Aureobasidium pullulans 

  Jomkwan Jumpathong, Ikuhisa Nishida, Kohei Nishino, Yasuhiro Matsuo, Tomohiro 

Kaino, Makoto Kawamukai 

  （Fac. Life Environ. Sci., Shimane Univ.） 
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 シ フン ン生産 Streptomyces incarnatus の二 代謝誘導とストレス応  

  中島 子， 川 ，根 子，稲垣賢二，田  

  （岡山大院・環境生命） 

 

 性 Shewanella 由来シトクロム c′のアミノ酸レ ルでの 化機 の解明 

  子，加藤雄基，藤井 郎， 宏 

  （広島大院・生物 ） 

 

線 の演 ，支部 賞 の
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会 （ ）「 ・ 」

 

 物 生 の 質解  

  大 ， 行 1，櫻谷英治 1 

  （徳島大院・ ，1徳島大・生物資源） 

 

 した 生物の解  

  田 ，中川 ， 行 1， 藤 2，竹内 2， 川 2， 

  櫻谷英治 1 

  （徳島大院・ ，徳島大・生物資源 1， 大院農・応用生命 2） 

 

 生物ラビリン ラ る DHA 生産 の  

  中 ， 行 1，櫻谷英治 1 

  （徳島大院・ ，1徳島大・生物資源） 

 

 リ トキシフラボンで るス ンとノビレ ン ， る 応

を誘導 る 

  ， ， 田一郎 1， 明 2， 恵 2 

  （徳島大院・ ，1 大・ 大・食物 ，2 徳島大・生物資源） 

 

 ビタミン B12  (C. elegans) のコラー ン代謝  

  岡 ， 1，美藤 博 2， 田行 2， 強 2，渡邉文雄 2 

  （鳥取大院・ 農，1 農業大・食品 院，2 鳥取大・農） 

 

 ビタミン B12 る の ルボ ル化合物の 加 

  田行 ， ，井上 ， 田佳代子，美藤 博，渡邉文雄 

  （鳥取大・農） 

 

 Up-regulation of adipogenesis program during the maturation phase of cultured adipocytes 

by the prostanoid DP receptors DP1 and CRTH2 

  Pinky K. Syeda, M. Shahidur Rahman, Michael N. N. Nartey, Nafisa Kabir,  

  Kohji Nishimura, Hidehisa Shimizu, Mitsuo Jisaka, Fumiaki Shono1, Kazushige Yokota 

  （Dept. Life Sci. Biotechnol., Shimane Univ.; 1Dept. Clin. Pharm., Tokushima Bunri Univ.） 

 

 アルキル化 スルファン る 性の  

  田 1，岡 2， 口雅司 1, 2， 田 郎 3，山 章 1, 2 

  （1 鳥取大・ ，2山口大・ ，3 アステラス・ 性研） 
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 分裂酵母 るリン 質 スファ ルイノシトール合成酵 Pis1の機能解  

  ，川 誠 1， 1 

  （島根大院・ 科 ，1島根大・生資科） 

 

 分裂酵母 pka1 株 い 発 るMug14の解  

  稲 一，田 ，川 誠，  

  （島根大・生資科） 

 

線 の演 ，支部 賞 の
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会 （ ）「 」

 

 質代謝 子の発 る 6- ルスルフ ル キシルイソ シ

ア ートの  

  渡辺 ， 田 一 1， 原 明 1， 佳 ， 二 2， 光生 2， 

  田一成 2， 水英寿 2 

  （島根大院・ 科 ，1島根大院・生資科，2 島根大・生資科） 

 

 る加水分解酵 応 る の 溶化 

  林 ， 井 広 1，渡邉  

  （ 大院・システム工，1 大・工） 

 

 ビタミン B12 と の原 い  

  美藤 博， 井 ， ，岡 1， 田行 ， 強，渡邉文雄 

  （鳥取大・農，1 鳥取大院・ 農） 

 

 イ ン を用いた 糖のアル リ 性化 応 の  

  田原 ， ，渡邉 ， 井 1， 二 2 

  （ 大院・システム工，1（株） イセル，2 大） 

 

 ルコサミン ートファ ーを誘導し C.elegansの寿命を 伸 る 

  新谷知也 1, 2， 雄 3， 藤 資 4， 田 5 

  （1 愛媛大院・ 農，2 谷化 工業（株），3 大院・生命，4 川大・農， 
  5 大・生物 工） 

 

 アマ 食物繊維 取 るラ ト 質 と 質代謝

子発 の  

  子， 由 ，山 ， 田 子，川口 1， 光 聡 1，藤谷美 ，

田 郎 

  （愛媛大院・農，1 製 （株）） 

 

 ビートファイバー 取 取エ ル ーを ， レ ン-Ob-Rb シ

ルの の食 子の 子発 を る 

  智博 ，藤原 郎， ， 井 ，藤谷美 ， 田 郎 

  （愛媛大院・農） 
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 ファインバ ルを用いた  

  藤路子 1, 4， 英 2， 内 3， 田佳 3，藤井雄 4 

  （1 広島大院・生物 ，2 子 ・ セ，3 知 ・ソーシ ルデザイン， 
  4 子 ・物質） 

 

 光 るト ノキ リフ ノールとルテインの  

  石原朋恵， 英 ， 子 1， 山 1， 岡 郎 1， 田一成 2, 3， 

  大 明 1 

  （寿製菓（株）・研究開発 ，1島根大・ ，2島根大・生資科，3鳥取大院・ 農） 

 

 化エ マ の 取 るラ ト 酸 成 の  

  恵 ， 美 ， 田 ，成 ， 水英寿，山  

  （島根大・生資科） 

 

線 の演 ，支部 賞 の
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会 （ ）「 」

 

 タバコ 分子 ス リパー A の 子発 応 と生 機能 

  ， ， 川 ，冨 る ，藤川 ，  

  （広島大院・生物 ） 

 

 Genome wide expression pattern analysis of LRR-RLP genes 

  Sultana Mst Momtaz1, 2, Amit Kumar Dutta1, 2，Kohji Nishimura3, Tsuyoshi Nakagawa 1 

  （1Int. Cen. Sci. Res. Shimane Univ., 2The UGSAS. Tottori Univ., 3Fac. Life Environ. Sci. 

Shimane Univ.） 

 

 SHABONDAMA1 regulates the G2/M transition in cell cycle of Arabidopsis thaliana 

  Amit Kumar Dutta1, 2, Takuma Tanabe3, Yasuhiro Matsuo3, Tsuyoshi Nakagawa1 

  （1Int. Cen. Sci. Res. Shimane Univ., 2The UGSAS. Tottori Univ., 3Fac. Life Environ. Sci. 

Shimane Univ.） 

 

 光ストレス応 る H2O2 代謝酵 のクロストーク 

  ， 冨 ， 川 ， ，石川孝博， 田  

  （島根大・生資科） 

 

 ルタ ン アスコルビン酸 生 光ストレス 性 で る 

  上 美， 井 ， 川 ， ，石川孝博， 田  

  （島根大・生資科） 

 

 トマト導 る N- リ ン(FNGs)の 性 FNGs と ーキシン

の相互作用 い  

  ， ， 田 恵， 伸 

  （岡山大院・環境生命） 

 

 アフ テ ー ル る 物アスコルビン酸 合タンパク質の  

  原 美， ， 岡 二 1， 川 ， 田 ，田井章博 1，石川孝博 

  （島根大・生資科，1 県広大・生命環境） 

 

 ー レ の クスエステル代謝 るタンパク質キ ー の

 

  石井 ， 光宏， 川 ， 田 ， 大 1, 2，石川孝博 

  （島根大・生資科，1 応大・ 生命研，2 応大・ ） 
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 シロイ のフラビン化合物 る新規 子の と解  

  池 ， 也， ， 田 ，石川孝博， 也 1， 岡 成 2，

川  

  （島根大・生資科，1 中 大・応生，2 大・農） 

 

 シロイ フラ リン 体 FLS2（Flagellin-sensing 2）の flg22 誘導性エンド

サイトーシス機 の解  

  ， 愛 ， 水英寿， 光生， 田一成，中川 強 1， 

  二 

  （島根大・生資科，1 島根大・総科セ） 

 

線 の演 ，支部 賞 の
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